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『ル ー ツ ィエ ・ゲル メ ロー ト』にお け る

無意 識 のプ ログ ラム

岩 元 修

序

E.メ ー リケの ノヴェレ『ルーツ ィエ ・ゲル メロー ト』LueieGeimeroth(注1)の 語 り手は、ある士官

の死 をめぐる一連 の憶測や後か ら判明 した事実に関 して、読者 に客観的に報告す ることを、 自らの

任務 としているように見える。読者はまず 、士官の死が殺害によるものであ りその犯人が一人の女

性 である、 とい う憶測が巷間に存在することを知 らされて読み始める。 しか しその後で、実は彼女

は無実であった こと、 しか も士官 の死は決 闘によるものであった ことが、事実 として伝 えられ る。

謎 を提示 してその解決に読者 を同伴 させ るかのよ うなこの作品のスタイルに注 目して、ベ ンノー ・

フ ォ ン ・ヴ ィ ー ゼ は 、 『ル ー ツ ィ エ ・ゲ ル メ ロ ー ト』を は っ き り と 「犯 罪(探 偵)物 語

(Kriminalgeschichte)」(注2)と 呼ぶ。確 かにそれ は、シ ラー の『失われ た名 誉 ゆえの犯罪 者』Der

VerbrecherausverlorenerEhre以 来の、 ドイツ文学における犯罪物語の系譜 に属 しているかのよ

うな印象を与 えるであろ う(注3>。しか し犯罪を犯す者 が置かれた状況な らびに彼の心理の検証に力

を注いだ、犯罪物語 とい うジャンルに、当該のノヴェ レを単純 に分類 してしま うことには、筆者 は

強い抵抗 を感 じて しま う。作品を注意深 く読み進 めば、 ノヴェ レの終わ りにまで達せず とも、その

ような分類がいかに表面的な観察か ら導かれたものであるかを、認識せ ざるを得ないか らである。

そ して、ひ とつの謎 を提示 し、その謎 を解 明 してゆくとい う犯罪物語の形式を借 りなが らも、作品

の意図は実は別の ところにあったのではないか とい う思いへ と傾斜することになるのである。

この作品で真に解明を必要 としているものとは、犯罪 と動機の因果関係、あるいは事件の真相 と

い う犯罪物語的な事象ではな く、む しろそのような事象を客観的に報告 しているかの如 き体裁を と

りなが ら、実は一種の擬i態のなかで隠蔽 を行 っている語 り手 自身の、内面に生起 している複雑iな心

理的事件であるとい えよ う。探偵的な語 りの進め方の裏には、メー リケのイロニーが隠されている

のである。 白日に晒すにはあま りにも微妙で、む しろ隠 し続ける方が無難な問題 を、作品はイ ロー

ニ ッシュな語 り方で、浮かび上が らせ ている。巧みなコノテー ションを駆使 したこの技法を見抜 く

ことがで きない限 り、『ルーツィエ ・ゲル メロー ト』の魅力 と重要性 は理解できないであろ う。表面

的な筋 ばか りを追い、もっぱ らそこに解釈 を限定すれば、作品にあて られる尺度 は犯罪物語のそれ

になって しま う。そ してその尺度に照 らせば、『ルー ツィエ ・ゲルメロー ト』は犯罪物語の筋運び と

い う点で緊張感に乏 しく、 ドラマティ ックな展開が見 られ ない二流作品 とい う、低い評価を受けざ

るを得 ないであろ う。 また犯罪物語を期待 していた読者は肩すか しを食 らわ され 、失望することで

あろ う。 このよ うな表面的でほ とん ど不当 とも言 える作品の読みは、 しか し、 ヴィーゼにも見 られ

たよ うに、最近までな されてきたものである。発表当時からメー リケの友人の問でもこの作品の評

判は芳 しくな く、また文学史的にも、 ドイツのノヴェ レ文学 としてはほ とん ど顧 られることがなか
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った。

このテクス トの正当な評価を実現するためには、その表面的な読みを脱皮 して、テ クス トの深層

を分析できなければならない。本論では、男性の語 り手が 自己に都合 よく加工 して読者に伝達 して

い る、ヒロイ ン(ル ーツィエ)に 関す る情報を、極力批判的な意識 を働かせて検証することにより、

テ クス ト表面にできあがった ヒロイン ・イメー ジの欺隔性 を指摘す ることにカが注がれ るであろ

う。そ してこのよ うな読み を実践す ることによ り、物語る とい う行為の裏 に隠 された語 り手の コン

プレックス ー それがテ クス トの深層に存在 して語 りのエネル ギー になってい るのだが 一 に考察

を加 えることができるであろ う。その暁には、『ルーツィエ ・ゲル メロー ト』は、二流 の犯罪物語 と

い うレッテルを払拭できるもの と思われ る。そ して十九世紀前半の市民社会に現れたこのノヴェ レ

は、当時のゆがんだ女性観 と、それ を維持す るために男性社会が行 っていた 自己欺隔 を、 自らの文

体のなかに包み込むように して 「記録」した秀れた作品であることが明 らかになるであろ う。

1

作品の語 り手をつ とめるのは、主人公ルーツィエの幼 な じみの 「私」である。 「私」は、士官 リュー

ネボル ク殺害の下手人 としてルーツィエが 自首 した ことについて聞き、その後ルーツ ィエの無実が

確定 して彼女が釈放 され るのにも立 ち会 うことになったが、当時はまだ学生であった。そ してその

時の経験を学者 になってから(何年経過 してい るのかは不 明であるが)、 回想録のなかに記録 した こ

とになっている。 しか しその学者で ある「私」の残 した回想録は出版 された ものではな く、外枠の語

り手が発見 し整理 して、いま読者 に提供 しているとい う体裁 になっている。 このよ うに語 りは二重

構 造になってい るのではあるが、外枠の語 り手 自身は、 「私 は 一 ある ドイ ツ人学者がまだ印刷 さ

れていない回想録のなかでこのように語っている 一 ゲ ッティンゲン大学の学生時代、休暇旅行の

途 中で、久 しく見ていない生まれ故郷 を、 もう一度訪 問 しよ うと思 った」(387)とい う出だ しの一一文

に、ダッシュに挟まれた挿入文でか ろうじて存在が知 られ るだ けで、終始沈黙 し、作品の終わ りの

「語 り手 の手稿 はここで途切れてい る。私たちは彼の書いた もののなかに、あの逃 亡中の商人の運

命 にっいて何かを知ろ うとしたが、無駄だった。そのほかにも照会 したが、やは り同じであった」(姻

とい う結びの文章で、何 とかその存在 を思い出 させ るだけである。それ ゆえ作品はほぼ全面的に学

者 の回想 から成 り立っていることになる。 しか し、このわずかに顔 をのぞかせ る外枠の語 り手 も一

定の機 能を負わされてお り、少 しは議論の対象にせ ざるを得 ないであろ う。それゆえ本論では煩雑

を避 けるため、事件 に遭遇 しそれ を手記に残 している学者を 「語 り手」と呼び、外枠の語 りの担当者

をあえて「(手記の)編 者」と呼ぶ ことにす る。

作品の表面的な筋は、序論で も述べた ように、士官 リューネボル クの死をめぐる事実関係 の解明

にある。語 り手は、学生時代の休暇旅行 で、生まれ故郷 一 もはや 家族 も住んではいないが 一

を、久方ぶ りに訪 問する。町の旅館の食堂で誰にも彼 とは認 め られずに食事を している と、人々の

口にル ーツィエ ・ゲルメロー トの名前が上 り、彼女 が リューネボル ク殺害の 自白を したことが話題

になっている。ルーツィエは語 り手の幼な じみだったが、彼 がこの町を離れてか らあ と、彼女の家

の商売は失敗 し続 いて父母 ともに死亡 して、結局は姉 と二人で孤児 になって しまった とだけ聞いて
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いた。彼女 とは長い間会 ってはいない。 しか し語 り手の故郷再訪 にはどうや らルーツィエ訪問の意

図があったよ うに思われ る。すでに自分の両親 も住まぬ町であるのに、人 目に付かぬよ う気を遣い

なが ら滞在 し、そ してルーツィエの事件を聞いた後で、「彼女 の愛 らしい姿は、これ ほ どの長い年

月の間も、私の心からぬぐい去 られ ることは一度 もなかった。[…]こ んなや りかたで一家 のことを

思い出 させ られな くて も、訪 問をなお ざりにす ることな ど決 してなかったであろ うに」(388)とい うつ

ぶやきを何気な く漏 らす。 この冒頭の語 り手 の態度 にす でに彼のルーツィエへの特別な感情が暗示

されている と言えよう。

ルーツィエの犯行 とや らを詳 しく知るために、語 り手は父の知人であったS牧 師を訪問 し、彼の

話を読者 に伝 える。Sは ルーツィエの聴 聞師に指名 され彼女か ら直々に告 白を聞いているとい う。

しか し語 り手はSの 話をそのままには再現 しない。 その伝 達(再 現)の 仕方は、「彼 がその場 で話 し

て くれたことを、後になって初 めて私が直接の情報源か らうち明け られた話で、訂正 した り補 った

りしなが ら、 ここに伝 えよう」(388)とい うものである。それは一見、学者 な らではの客 観性 を見せて

い るよ うではある。そ して語 り手は この段階で、事件の全容およびそれ以外の経過 もすべて知った

上で語 ってい ることも知 らせている。それ は回想録 であれ ば当然の ことであろ う。語 り手 は、事件

の結末(解 明)ま で全てを知った上で、読者 に対 しては、情報を入手順ではなく、その時々に必要 と

思われ る部分を優先的に提供することにより、無駄 を省き、経過 を分か り易 く伝 えよ うとしてい る

と言えるのか も知れない。 しか し仮に探偵物語のス タイルを保 とうとす るならば、語 り手はこの場

ではSか ら得た情報に限って報告すべきであろ う。時間の経過 とともに集積 されてゆ く情報 をもと

に して、順次事件 の真相 を推理 してゆ くとい う形式が尊ばれ るべきである。 もちろんまだこの作品

成立時にはシャー ロック ・ホームズ ・シ リーズのよ うな探偵物語のスタイルは確立 されてはいなか

った。 しか し細部 を積み重ね推理 を進 めなが ら筋を展開 して、読者の興味を惹き続けよ うとするな

らば、あえてこんな合理的で素っ気ない語 り方を採用 しは しないであろ う。む しろ読者には事件の

解決 されてゆ くプロセスに参加す ることを促 し、語 り手はその先頭に立って水先案内を しているよ

うな姿勢を維持 したであろ う。 しか しこの作品の語 り手はその ような姿勢に一貫性 を持たせ よ うと

は しない。それ ゆえヴィーゼの言 う犯罪(探 偵)物 語説 はすでに疑わ しくなっている。

さて両親 の死後、姉妹 は二人で ささやかな手仕事で暮 らしを立て、片隅の暮 らしに満 足 してい

た。そこへ中尉 リヒャル ト・リューネボル クが通 うよ うになる。 「アンナ(ル ーツィエの姉)に 対す

る彼の愛 はきわめて誠 実に表 され、確 実な生活保証を約束 していた。」脚〉しか しこの穏や かなはず

の恋愛に一つ の影が さしてい る。す なわち語 り手 はそ こに一つ の三角 関係 を示唆す るのであ る。

「彼 を心 か ら愛 してはい るが表面的には もの静か なア ンナ と対照的に、ルー ツィエの陽気な人柄

は、 リヒャル トの朗 らかな屈託のなさと実に うま く調子が あった。三人は三つ葉のクローバーの よ

うで[…]。 うち解 けたタベの語 らいに、姉が許婚者 の手を静かに握 っているとき、ルーツィエは反

対側か ら義兄の肩にもたれてもよか ったのだ。」(離)三っ葉のクローバーの ような関係 一 た とえそ

れ が真実であった として、この情報 を語 り手は どのよ うに して手に入れたとい うのだろ う。作品の

最後まで追 ってもルー ツィエがこのよ うな告 白をした様子 はない。Sの 話 と世 間の風評に語 り手は

従 っている としか思えない。それは単なる状況証拠 に過ぎないのではないだろ うか。 しか し読者は

このよ うな語 りを聞か されると、事件の裏 には三角関係 のもめ事があったのではないか と予測を立
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てて しま う。 これが語 り手の戦略である。実は語 り手はルーツ ィエのセ クシュア リテ ィーが気 にな

って仕方がないのである。 この くだ りにとどまらず、語 り手は しき りにルーツィエのセ クシュア リ

テ ィー を事件に関係づけようとしているよ うに見える。そのことは、アンナ とリューネボルクの関

係の具体的な崩壊 と、その後のアンナの(落 胆による)死 について伝達す るときに、もっ とはっき り

と窺える。

リューネボルクは転勤 したが、 しば らくして戻 ってきた。い よいよ結婚か と期待 されたが、彼 の

人柄は豹変 していた。 「婚約者 に対 して粗野で卑劣な態度を示す ことも希ではなかったが、そのた

めの機会 を彼 は至 るところに求 めた。」(389>彼は「アンナの弱点で ある、嫉妬 しやすい傾 向」(389>を利用

しよ うと、妹 に「あ らゆる面で よい顔 をす る」㈱〉ことで、 自分はアンナ には忠実ではない ことを示

し、彼女 に愛想つか しを させ よ うとした、 と語 り手は報告す る。 しか しこの ような内部事情 を知 っ

ている者がいるとすれば、アンナ とルー ツィエ しかいないはずである し、アンナ亡き後、妹が姉 の

ことを嫉妬深いと呼んだ り、 自分が恋人たちの離別の 口実に されたなどと告 白した りす るであろ う

か。す くなくともテクス トか らはその ような痕跡 は発見できない。語 り手 は客観性 を装いなが ら、

実は確 実な証拠や証言に従わず、 自らの憶測に基づいた独断を伝 えているのである。ルーツィエ 自

身か ら得 られた証言 として確実なものは次の部分であろ う。

リューネボルクに捨て られ てか ら八ケ月 も経 たない うちにア ンナは死亡す るが、一人残 された

「ルー ツィエ の苦 しみを思ってみるが よい。 この世の最愛の もの、身近 な唯一 の支え、いや、彼女

のすべてがアンナ とともに死に絶えたのだ。 しか しこのよ うな苦 しみに抜 きがたい棘 を刺 した もの

は罰せ られないでいる不実な男への無力な憎 しみ、善良な姉が早々 と屈 しなければな らなかった残

酷な運命への思いであった。」(3go)この部分は語 り手がSを 通 して知ったか、あるいは後 にルーツィ

エ 自身の 口ずか ら聞いたかの どちらかであろ うが、いずれ にせ よ、ルーツィエの自白に基づいた彼

女の心情の記録 として当局に残 されているはずである。事象を創作せず客観的に報告 しようとす る

な らば、この程度の内容 し羽 云えられないはずである。 しか しそれ だけでは語 り手は満足せず、ル

ーツィエのこの恨みには、同時に彼女の後悔、すなわち リューネボル クの気 を惹いていた 自己を恥

じる気持ちが絡んでい ると、考えよ うとしている。語 り手にとって、ルーツィエは自己のセクシュ

ア リテ ィー を制御できず、姉の婚約者 を誘惑 して しまった罪の女であ り、今は 自己を恥 じ後悔 して

いなければな らないのである。 しか しこれ は、語 り手の嫉妬が生み出 した一方的な断罪 であ り、ま

た、後 に述べ るが、子供時代か ら感 じていたルー ツィエへのコンプ レックスを語 り手が解消す るた

めにも、 どうして も行わざるを得 ない彼女への悔恨の要求であった と言えるであろ う。

さて、姉 の死後4週 間ほ どして、 リューネ ボル クが この町か ら遠 か らぬ庭園で刺 し殺 されてい

た。大部分の人はこの犯行 を決闘に よるものと判断 したが、真の下手人は捕 ま らない。突然ルーツ

ィエが 自首 して くる。 「自分は、哀れ な姉の殺害者である中尉 を殺 した下手人 であ り、自分は死に

たい と思っている、慈悲は求 めない」(390)と言 う。彼女 は人の心を動か さずにはおかない誠実 さで、

姉の長所な らびに苦悩 と死について、そ してそれ に対す る婚約者の好謡 を描 き見せて、人々を感動

させ る。 「このよ うな事柄については(法 律 的正義に携わ る)あ なた方の法律書はなにも知 りませ ん

ね。 あなたがたが関わ りをもたれ るのは、辻強盗 、人殺 し、泥棒です1飢 え死にすまい と裕福な隣

人の持 ち物に手をかける乞食 も 一 もちろん捕ま ります。 しか し、あ る悪者が傲慢に も、気高いす
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ば らしい心の持 ち主を、あ りとあらゆる誓いの言葉 でもって 自分に縛 り付 けなが ら、その挙げ句に

騙 し、冷酷 に虐待 し、踏みにじって辱 しめた としても、そんなことはあなた方には、ほ とん ど、そ

れ どころか全 く問題 にな りませんのね。」(390)アンナの悲劇 はクラ リッサ ・ハー ロウのそれ のよ うで

ある(注4)。これ はほとんど名誉の問題 であろ う。 しか し名誉の問題 は法では裁 かれない。ルーツ ィ

エが男であったなら、姉の名誉を回復するため決闘を申し込む ことができたであろ う。 しか し女で

ある彼女には どのように して仇 を討 ち、姉の名誉を回復で きたであろ うか。それゆえ彼女は リュー

ネボル クを彼女 自身 の手で殺害 した、 と言い張るのである。 「魔が差 したよ うに、あなた(姉)の 辱

しめ られた魂を血で鎮め ようとしたこの手 を、あなたが呪 うなんてことはあ り得ない し、 これか ら

もそ うで しょう」〔391>と言 って、 リューネボル クを殺害 した ことが当然の制裁であることを示そ うと

す る。 「でもこれ以上私は生 きていてはいけないのです」、(391)「お慈悲の心をお持ちな らば、私の判

決 を長 く遅 らせた りなさいません ように、またこれ以上の ことは何 も尋問な さいませ んように希望

いた します」(39Dと、即刻の死刑判決 を願 うのである。聴 く人々を感動 させ たとはいえこのよ うな単

純な 自白を、 もちろん審問官は信 じない。彼女が潔 白ではないに して も、多分ほかにいる共犯者の

殺人罪を引き受 けているのであろ うと考える。 この時か らルーツィエは獄 中の人 となるわけである

が、 しか し裁判所が彼女を監禁する 目的は、彼女か ら真相を聞 き出 し、彼女は殺人を犯 してはお ら

ず、その点では無実である と自白させ ることにある。無実であることを自白させ るとい う奇妙 なパ

ラ ドックスができあがる(注5)。

彼女が獄に繋がれている間に、人 々の噂が立つ 一 彼女が リューネボルクに愛情のあるふ りを し

て、例の庭園で逢い引きを繰 り返 し、ついに彼 を殺害 した と。彼女による殺害だけではな く、彼女

の貞操 も世間は疑 う。女性 に対 して世間は特にその貞操に厳 しい 目を向ける。裁判所 自体はそのよ

うなゴシ ップを毛頭信 じてお らず、それ ゆえこのよ うなゴシ ップを読者に提 洪す ることな ど、事件

の解 明には不必要な逸脱事であ り、探偵的な分析 的文体にはこの部分は適切ではない。 しか し語 り

手はわ ざわざこの ような噂 を採録 して、世間のモラル観 を示す。 しか しそのよ うな根 も葉 もない噂

を流す世間に対 して、語 り手は義憤 を覚 えている様子 もない。む しろその ような 口さがない世間を

是認 している節す らある。 こうして語 り手は、世間と同様に、 自分 自身 もルーツィエの貞操が気 に

なって仕方がないことを、漏 らして しまっているのである。

事件解決には無関係 なゴシ ップをこのよ うにわ ざわ ざ報告 していながら、探偵物語 にとっての重

要度 とい う点でははるかに優 った情報が、Sの 話の末尾 に付 け足 しの ように書き添え られる。す な

わち、 「中尉の知人 でオステ ンエ ッグ大尉 とい う者が、ルーツィエ投獄の後す ぐに姿 を消 したが、

種々の点で疑 わ しく見えたそ うだ。す ぐさま追跡 が行われ、昨 日捕縛 された。 これが何かの手がか

りになるか どうかは、ほ どな く明 らかになるに違いない」(391)とい う、実態解明の進展 にとって多分

重大であろ うと思われる情報 が、これだけの簡単な記述に よって追加 されているだけなのである。

真犯人の犯行 の動機、方法、結末を知 りたい と期待 していた読者 は、 この情報の方に強い関心を抱

くはずである。 とにか くこの回想録は事件か ら少 なくとも数年以上経過 して書かれたものであり、

事件の実態については語 り手は全て知っているわけであるか ら、それを犯罪物語的なスタイルで伝

え ようとす るな らば、読者の探偵的興味を満たすよ うな情報の伝 え方をするべきである。 しか し語

り手はその期待 をまたもや裏切るのである。
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H

女囚の 口か ら真相 を聞き出 したい語 り手は面会を希望 し、翌朝それが実現するのであるが、その

前夜、眠れぬ語 り手はルーツィエ との様々な子供時代の思い出に耽ったと言 う。そ してその回想 に

読者 もつきあ うように要請する。 「読者諸氏は、 この不思議 な物語 の解決をご覧にな る前 に、私の

一っの ささや かな(思 い出)話 を聞きながら、この夜の焦燥を少 しでも私 と共有 してくだ さっても、

よろ しいで しょ う。」(392)オステ ンエ ッグ逮捕 の知 らせは事件 の解決 を暗示 しているのに、語 り手は

その報告 を先延ば しにす る。探偵物語 らしい物語 の経過は無視 され、エピソー ドへの逸脱に よって

わ ざわ ざ緊張感を削ぐよ うである。 しかもこのエ ピソー ドが作品全体のほぼ三分の一の分量を占め

るのである。読者 はい ささか脇に落 ちぬ思いを抱きなが らも、 この脱線 はひ ょっとして、現在の事

件 とルーツィエの少女時代 との何 らかの関連、あるいは現在の彼女の 自白の必然性 を知るために、

必要な情報を与 えてくれ るかも しれないと判断 し、語 り手の要請に従 うのである。実はこのエピソ

ー ドは物語の隠 された主題を解明す るためのキー となる部分であ り、事件 とは直接的には無関係 で

あ りなが ら、これだけの頁数 を付与 されていることですでに、 この犯罪物語のスタイルが一つのカ

ムフラージュ機能 を持 ってい ることを暗示 しているのである。

エピソー ドは二つ あるが、その一つ 目は こうである。裕福 な家庭に育 っていたルーツィエ と「私」

は、X公 爵夫人の誕生 日のお祝いに野外劇場で上演 され る子供芝居に出演す る。 しか しその途中で

嵐が襲い上演は中断され、二人 して帰宅するよ う仔馬に乗せ られたが、その仔馬 が突然疾駆 し、ふ

た りは振 り落 とされそ うにな りなが ら、牧場近 くでよ うや く馬か ら解放 され る。 しか し仔馬 は死ん

だ ように横たわ り「私」は うろたえる。 しか し牧場 の人によ り仔馬 は何 ら損傷 を受けていなかったこ

とを知 らされ 、二人はほっとして帰宅す るとい うもの。 も う一つのエ ピソー ドはその後 日諦で、ル

ーツィエが、 「私」の舞台衣装 に使 われたターバ ンの高価な留め金 を盗んだ と疑われ るが、やがては

彼女の無実が判明 した とい う話である。 これ ら二っのエ ピソー ドは、現在 の事件 とは殆 ど関連がな

い ように見えるが、読者 は読書経験か ら好意的に判断 して、結果 としてそれ らを、獄 中のルーツィ

エの無実が判 明するとい うことの 「伏線」と見な し読み終 えるであろ う。 しか しその程度の機能を持

たせ るために、これほ どの長 いエ ピソー ドが必要であっただろ うか。む しろ犯罪物語 としての緊張

感 を削 ぐとい う逆効果 の方が、問題ではなかろ うか。 これ らのエ ピソー ドは、おそ らく作品の評判

を悪 くす る大 きな原因になってきたことであろ う。 しか し我々は『ルーツィエ ・ゲル メロー ト』を犯

罪(探 偵)物 語 と決 めつ けた、そのよ うな先入観をそろそ ろ捨てなければな らないのである。

事件 の分析的な報告を進めているように見えなが らも、 これまでに述べたよ うに、語 り手は余 り

に もルーツィエのセ クシュア リティーに拘泥 しすぎている。た とえば、姉 とリューネボルク とルー

ツィエの問に三角関係 が存在 し、ルーツィエはその時の自分の態度に悔恨を抱いてい る、 と勝手に

決 めつけた り、あるいは世間の人々はルーツィエがその性的な魅力で リューネボル クを誘 惑 し殺害

したと噂 してい る、とい うような低俗な情報 をわ ざわ ざ伝えた りして、語 り手は とにか くルーツィ

エ のセクシュア リテ ィー を問題にせずにはおかないとい うような拘 りを見せ るのである。 そ してそ

のよ うな語 り手の姿勢を考慮 に入れて このエ ピソー ドを読み直す と、そ こには溢れるほどの性 的な

暗示 とシンボルが発見 され るのである。上演 を間近 に控 えたときの雰囲気 と気分 を語 り手 はこう述
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べ る。 「空は少 し曇 り、空気 は穏や かで生温か った。 しか しオランジュ リーの豪奢な香 りが私のほ

うへ漂い流れ、栗の木陰か らす でに幾百の灯火が煙めきを送 ってきた ときには、不安 と誇 らしさの

混 じった期待 で、私の胸は どんなに膨 らんだことだろ う。」(393)この文章は上演直前の喜び と恐れを

表現 したものであるには違いないが、その裏に含意 されているものは少年の性への期待 と不安であ

る。南国の植物の匂い となま暖かい空気は、性的になまめか しい気分のシンボルである。芝居のな

かでは、 「私」は トル コの寛大なスルタンの役を演 じる。そ してルーツィエの役柄 はキ リス ト教徒の

女奴隷である。 「最後の トロンボーンの音色 とともに、椴帳 のまだ上がっていない舞台に、あの女

奴隷が登場 した。なよやかな両腕 には鎖をかけられて、彼女は人の心を動かす嘆きの声をあげた。」(394>

生殺与奪の権力 を握 った男スル タン と、縛 られ た女奴隷。少年 はルーツィエ に対 してほ とん どサデ

ィステ ィックな感情 を抱いて しまいそ うである。 しか し女奴隷 は美 しい魂 の持ち主であ り、天使 の

よ うな存在 とな り、スル タンか ら寛大な扱 いを受 ける。彼女は 「その美徳 、すなわち、 この異教徒

(スル タン)か らさえも同情 と賛嘆を引き出 したその崇高な信仰 によって、ある健気な一家を救 う守

護天使 になる とい うことだった。」(393)少年 はルー ツィエを思 うままに扱 い、彼女 のセ クシュア リテ

ィーを管理す る優位 な立場に立たねばな らない。 それは 「男 による女性 の抑圧 と絶対的なコン トロ

ール」(注6)によってのみ可能である
。そ してルーツィエは天使 にな らなけれ ばな らないのである。

このよ うなスルタンと女奴隷の関係は、語 り手が理想 とする男女関係 の形 であり、同時に時代のモ

ラルを反映 してい るともいえ よう。

嵐による芝居の中断後、疾駆す るイ子馬に連れ去 られ るときも、「私」にとっては、馬 か ら振 り落 と

され る不安 よ りも、ルー ツィエ に抱きつかれていることのほ うがはるかに重大なのである。 「幸 い

にも私 は しっか りと鐙 に足をかけていたので、 ぐらつきは しなかったが、ただルーツィエに しがみ

っかれていたので、胸は今 にも押 しつぶ されそ うだった。」(394>彼の欲望 は刺激 され るが、性の不安

の方が先行 している。 「彼女は、生まれつ き勇敢で果断であったので、 この絶望的な状況 に程 な く

身 を任せ きった。 それ どころか、も し彼女の高笑いが痙攣的な ものでなかったな ら、この難儀 のさ

なかでも、事態 は彼女 には滑稽 に見えたこ とで あろ う。」(394)自分に抱 きつき高笑 いす る少女 に、

「私」は恐怖 を抱いてい る。 自分 より早熟に思える少女の振 る舞 いが少年 には恐 ろ しい。そ して 「抗

い難 くこの畜生のばかげた勇気の生賛になった者 は、刻々、町や人々か ら、いよい よ遠 くへ拉 し去

られてい くのだ と思 うと、それはあらゆる想念にもま して恐ろしかった。」(395)「私」にとって性 に溺

れ ることは「人間社会か らの孤立」(注7)をも意味す るのである。 しがみついて くる少女に少年の性は

くす ぐられ、彼女の奔放 さと大胆 さに怖 じ気づいているよ うである。そ して町や人々から離れ野生

の世界へ、文化 から自然の中へ呑まれていくとい う恐怖 も生 じているのである。

疾走ののち仔馬が倒れ て死んだよ うに見 えた ときも、 「そのため私は狂気の ように振 る舞った。

けれ ど女友達 は私よ りも賢 くて、子供 じみた挙動を私にやめるように命 じ、手綱 をつかんで厚板 に

か らませ 、心和ませ る燈火 の方向へ私を引っ張ってゆき、誰か を呼びに行 こ うとした。」(395)万事不

安 にお ののいている少年 に比べて、少女 は賢明で理 性的であるように「私」には映る。 これ は自分 よ

りも賢明な女性に対する一種 の男性の コンプ レックスの現れ とも言えよ う。 しか し仔 馬が無事生存

していたこ とを知 った とき、 「私 は心底か ら溢れ出る喜びのために、す ぐにもこの(牧 場の)人 の前

に脆きたかったのだが、そのかわ りにルーツィエが私の首っ玉に噛 りついた。 それは感動的で優 し
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いとい うより奔放 といえるほ どだった」(395)と、またもやルー ツィエのセ クシュア リテ ィー を意識 し

てい る。r私 」はルー ツィエに賢 明さよ りも魔性を多 く見て しま うのだ。 しか し思わず本音 が漏れ

る。 「だが生涯で これ以上に快い類似の体験はなかった。」(395)性の不安 と喜びはアン ビヴァレン トな

関係にあることを語 り手は思わず漏 らしている。少年は 自分を凌駕す る少女の理 性的で賢明な性格

と、それ以上 に奔放な振 る舞いに、ただ とま どうばか りである。 しか しその ような とまどいは女性

の側に問題 があるのではな く、男性の コンプ レックスを原因 としているのではないだろ うか。彼の

見ているルーツィエの姿は、む しろルーツィエのあるべき姿であ り、知性 と情熱 を兼ね備 えた魅力

的な女性像 と呼んで しかるべきもの とも言え よう。 しか し語 り手の求めているのは、万事控え 目で

且つセクシュア リテ ィーを持たないよ うな女性である。 「私」は少女の奔放 さにどこか喜び を感 じつ

つ も、恐れには勝てないのである。

二つ 目のエ ピソー ドにおいては この傾 向は一層強まる。泥棒の嫌 疑の掛かったルーツィエを「私」

は、(子 供芝居の)嵐 の夜 よりももっ と官能的な見方 をす る。 「倒錯 した ような情熱 と子供心 にすで

に働いている繊細な官能性に よるもつれた織物 に関す ることではあっても、この美 しい女泥棒 を見

たときに私 の内面に生 じた魅力的な争いは、今 日で もなお不思議 に、恥ずか しいけれ ど不思議 に思

えるのだ。」(396)「[…]私は以前にもま して彼女に惹 きつけ られていた。彼女はその新 しい不気味な

特質によって、いっそ う私の関心 を引き、脇の方か ら彼女をこっそ り眺める と、彼女が信 じられぬ

ほ どに美 しく魅惑的に感 じられた。」(396)神秘的で誘 惑的な(泥 棒を犯 した)「 罪の女」に、性の芽生え

た少年 は強 く惹かれる。それ ゆえ彼女が無実で あった ことが判明 した時、 「この突然 の幻滅 に、狼

狽 し恥 じ入 りなが ら、私の想像力があれほ ど心を惑わす よ うに、見かけの女罪人に不 自然 な濡れ衣

を着せ ていたことを知った」(396)と述べ る。彼女の濡れ衣が晴れることは「幻滅」なのである。罪の女

のほ うが少年 には密かな喜び をもた らすのである。 しか しその ような女性を恐れる気持ちもや は り

強い。市民男性 に相応 しい女性 は、最後には天使であ らねばならない。 「一方ではいっそ う愛すべ

き栄光が彼女のまわ りに広が りは じめたのである。」(396)全くアンビヴァレン トな心情 である。淫 ら

な罪の女 を求める欲望 と清純 な天使 を求 める理性が少年時代 の「私」には併存 していた。そ して現在

の事件解明に立ち会っている成人の「私」も依然 としてそのアンビヴァ レンツに引き裂かれ ている。

そのため語 り手の回想 はルー ツィエのセ クシュア リテ ィーに関わるものばか りとなって しまい、彼

女が少年 に とって 「魅力的になった原 因 としての罪」(注8)にもっぱ ら光を当てて しま う。 「この場面

をは じめ同様の場面を、私はあの不安な夜に次々 と思い起 こし、(今 度の事件 と)比較 しなが ら重要

な考察をい くつも試みた。」(396)犯罪物語の裏 をか くような一連 の語 りを通 して浮かび上がるのは、

女性を一旦は犯罪者、泥棒、罪の女、淫乱な存在に貝乏めておいて、その姿に密 かに快感 を覚え、 し

か し次にはそのよ うな女性の浄化 を要求 し、最後 に天使 になった女性 を(ス ル タンの よ うに寛大に

許 して)受 け入れ てや る、 とい う男性のゆがんだ姿勢である。 この身勝 手で傲慢 な姿勢を支 えてい

るのは、 どうしよ うもな く偏見 に満 ちた女性観 である。それは女性 を魔性 の存在 と見なす。 それ

は、男性のセ クシュア リテ ィーは男性 自身の中か ら生 じるものではな く、女性 の悪魔性が引き起 こ

しているのだ として、責任転嫁 を行 う。男性 自身の意識 についての問いかけはなく、専 ら女性の中

に潜む とされる魔性 、反文化 の自然性が糾弾 され る(注9)。そ して、そのよ うな野生のセクシュア リ

ティーを持つ女性 を訓育 し改俊 させ、 「性 のない天使」(脚)へと陶冶す るのが、男の使命 であるとさ
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れているのである。

皿

語 り手は獄 にあるルーツィエに面会す る。 「す っか り蒼 ざめてひ どく悩んでいるように」(397)見え

たルーツ ィエ は、 「読書 中の キ リス ト教 の本 に話題 を移 し、その中の多 くの良よきことを賛美 し

た。」(397)こうして彼女は(時 代の)キ リス ト教のモ ラル に従って、罪 の女でなくなろ うとしているよ

うである。そ してその導 きの直接 の師を語 り手に求 める。 こうして状況は語 り手の希望するよ うに

進展す るのである。 「私には友人の助言が必要です。神があなたを私 に遣わされたのです。何 もか

も聞いて くだ さい.」(397)彼女は幼な じみである語 り手 に次々と告 白を始 める。

アンナが埋葬 されて ようや く数週間ほ どして、姉の ことを リューネボルクよりも早 くか ら空 しく

慕っていたパ ウル ・ヴィル ケンとい う商人が訪ねて くる。 「普段は極 く内向的で寡黙なこの男 も、

ルーツィエのそばで さめ ざめ と涙を流 した。」(397)そして「ルーツィエは反駁す るがxパ ウル が、亡 き

人に対する愛をひそかに早 くも生きた女性の方へ向けたとい うことも、満更あ り得ない ことではな

い と私は思 う。」(397f・)このよ うに言 う必要のない ことをやは り語 り手は挟む。 ここには嫉妬 も現れて

い る。 さてルーツィエは 「もしあなたが男な ら、姉 さんの仇 を討って」(398)と口にすべきではない こ

とを、パ ウルにふ と言って しま う。六 日後にルーツィエは、 リューネボル クが死んだことと、それ

がパ ウル との決闘によるものであることを密かに彼の手紙で知る。いまや彼女 は自分は殺人を教唆

したのだ、本当の意味での殺害者は 自分だ とい う罪悪感 に捕われ る。 しか し真相は誰 にも語れな

い。 もしパ ウルの ことを 自分が漏 らして彼が捕まれば、彼 はルー ツィエを信 じたことを悔やむであ

ろう。彼女は罪悪感 と無力感 に苛まれる。当時すでに決闘は禁 じられてはいたが、た とえ決闘で人

を死なせ て告訴 されても、せいぜい数 ヶ月で釈放 されるのがふっ うであったか ら(注ll)、それ ほどパ

ウルの身の上 は案 じな くて もよかったはずであ る。 しか し女であるルーツィエ はそのような習慣 を

知 らない。(も っ とも、仮にパ ウル の罪が 問われず とも、このよ うな決 闘の原因 にな った女性 に

は、社会的な制裁 が待 ってい る(注12)。)パウルへ の済まな さと殺人教唆の後悔に苛 まれてい る彼女

に、「[…]失った姉 に対す る痛々 しい思いが新たに強 さを増 して現れた。亡き人への憧れ は、孤独

のために高め られ、熱狂にまで達 した。彼女は、夜の数時間にもわたる姉 との対話 によって、一種

の感得可能な交流のなかに身 を置 くことができるように思った。それ どころか、二人を隔てている

壁 を力ず くで取 り去って、 自分の無益で苦 しみばか りの多い人生に終止符 を打つ とい う誘惑に、一

時的 とはいえ、早 くもすでに触れ られたのは、一度や二度ではなかった。」(398f')このよ うにして死へ

の願望の生まれる様が描写 されている。世間か ら孤立 し話 し相手を全 く持たないルーツィエは、そ

れ を亡き姉 に求めていた。 この独 り言 をいってい る姿は人間の孤立の最も悲惨な姿であろ う。孤立

ゆえに、姉の世界に行 きたい とい う願 望、死へ の憧れが強ま る。 「ある うっ とうしい雨の 日のこ

と、少 し前にアンナの墓前で心 ゆくまで泣いたあ とで、神の啓示の ように突然、『私は死にたい、

死ななければな らない。正義そのものがそれに手を貸 して くれて当然だわ』とい う途方 もない考え

が彼女の心に浮かんだ。」(399)

しか し自殺は罪悪だ と難ず る声が響 くので、彼女 は自殺することはできない。 しか し同 じ声が、
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「神は生か ら彼女 を解放 して安 らかに し給 う、彼女がそれ を殺人罪の瞭いに捧 げるな らば」(399)とい

う矛盾 した囁きを漏 らす。 しか しこの後の囁きに彼女は魂 に光が さしたよ うに感 じる。彼女は相容

れぬ よ うなこの二種 の要求 を満 たす方法 として、 自らが断頭 台に上 ることを思いつ くのである。

それによ り「自分の殺人罪の贈い を神 にゆだねた」(注13>ことになると思 ってい るので ある。語 り手 は

この 自己暗示には「大いなる自己欺隔」(399)が隠 されている とい う。すなわち、彼女が迎 えよ うとす

る死は願望実現 としての死であ り、瞭罪の感情、本当の悔 恨を呑み込んで しま う。愛お しい生を犠

牲 にす るところに真の瞭いはあるはずである。彼女の死は孤独 から安逸への単なる逃避であ り、殺

人教唆への購罪 にはならない と語 り手は考えてい るらしい。

ルーツィエは以上のよ うな葛藤 を経て 自首 をした。その時の彼女は、裁判官が彼女の自首をその

ままに信 じて くれ、 自分はす ぐに処刑 され るのだと思い こんでいたので ある。決闘 には介添人や証

人が存在 し、そ こか ら真犯人が分かる とい うことに思いが及んでいない。語 り手は、ルーツィエの

このよ うな判断力の欠如 を「女 の考え」(weiblicheBegriflre)と 呼び、この理 性の欠如 した女 性を教

え諭 して矯正 し、理性的な生活に導 くには、「男 の考え」が必要だ と言いたげである。

しか しルーツィエの 「女の考え」も、次第に自分の行動は根拠がな く、倒錯 したものである と見抜

き始 める。 「私は どこへ落 ちて しまったのか。[…]自 らの網に こんなに深 く絡め取 られ て しまった

愚かな女 を寛大に扱って下 さい。[…]あ あ、恥辱、不名誉1私 は どうや って耐え られ るで しょう

か。」(3ggf')殺人教唆を し、 しかも「偽 りの 自首」までもして しまった自分 を、彼女は真に恥 じるよ うに

なる。 自己欺瞳 を解かれた娘は、姉を亡 くした絶望感 に加 えて、恥辱感 にも苦 しみ始 める。 このよ

うな混乱 と孤立に苦 しむ女性 を救済 し、世間のモ ラル に適 った生活へ と軌道を修正する役 目は、ま

さに 自分にあると語 り手は思 う。ルーツィエ もこ う言 う、 「神 ご自身があなたを私 に遣 わ され、私

に口を開かせたのです」(40e)と。罪の女 を救い出す男は自分 をおいてほかにはないとい う自覚は、語

り手を奇妙な幸福感で包んでいるようでもある。

ルー ツィエ との面会を終えた語 り手をSの 甥が訪ねて きて、昨 日か らすでに裁判所は事件の真相

をっかんでお り、オステンエ ッグがパ ウルを助けて決闘に参加 した ことも判明 していると告 げる。

しか も裁判所は語 り手 とルーツィエの対話を盗聴 していた とい うことも教えられ る。そ してルーツ

ィエ 自身は語 り手 との面会後す ぐに全てを、取調官に告 白した とい う。それゆえルーツィエの釈放

は間近のことなのである。

しか し昨 日か ら事件の真相 を知っていた裁判所が、 ど うしてルー ツィエに直接その事実を伝 え

て、彼女の偽 りの 自白についての説明を求めなかったのか。 わざわ ざ語 り手 との面会を設定 して、

それを盗聴する とい うような手の込んだことを したのか。犯罪の解明を 目的 とする物語であるな ら

ば、ルーツィエの告白を聴 くよ り、オステ ンエ ッグの逮捕や 自白の場面の方が読者 にとってははる

かに面 白いのではないか。 しか しその ような読者 としての疑問や不満を、我 々はいまさら抱 くこと

はあるまい。語 り手にとって、オステンエ ッグやパ ウル を始 め、ルーツィエ以外の事件の関係者の

ことな どどうでも良い とい うことは、明 らかである。ルーツィエ との面談 こそ、語 り手の内面 に生

起する事件 にとっては、まさにクライマ ックスであ り、是非 とも描かなければな らない出来事であ

った。語 り手の真意 は、ルーツィエ とい う女性の道の踏み外 しとそこからの回復 を、 しか も自分 と

い う男性 を通 じての回復 を描 くことにあったのである。
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IV

釈放後のルーツィエにっいては、彼女が どの ように絶望か ら回復 したか、そ して如何 に して語 り

手 の「妻」になったか とい う、後 日諦 の形で報告 され る。 しか しそれは単なる後 日諦 に とどま らな

い。 この部分があってこそ、物語のテーマが何であったのかが明瞭 になるのである。すなわちノヴ

ェ レが報告 している犯罪の顛末は表層的な話題に過 ぎず、その根底 に秘 められた、ルーツィエの罪

の克服 と結婚 とい う問題 こそ、語 り手が真に表現 しよ うとす るものであったのだ。 しか しこの結論

に満足せず、我々はさらなる問いを発 しなければな らない。 このよ うに問お う。語 り手は結婚への

プ ロセスはま さにルーツィエの罪の克服にあった と考 えているよ うだが、そこには彼 自身 の「大い

なる 自己欺隔」が隠 されてい るのではないか。女性の罪 の浄化 と結婚 とい う手続きを通 して、実は

一つのプログラムが密かに実行 されたのではないか
。

エ ピソー ドから明 らかなように、語 り手に とってルーツィエは少女時代か ら神秘的で怪 しい魅力

を湛 えた女であった。その不思議 な魅力 は、彼 を魅了 し且っ怖 じ気づかせた。帰省旅行の際にも、

彼のルーツィエに対する気持 ちはその ようにアンビヴァレン トな ものであったのであろ う。そ こへ

彼女の現在の事件 が知 らされる。ルーツィエはまたもや子供時代 と同様、罪の姿を語 り手に見せ る

のである。 しか し成人 している「私」は、子供時代のよ うに無力で盗み見を しているだけの男ではな

い。その事件 を利用 して 「私」は、彼女を 自分に都合のよい女に作 り替え ようとす る。(子 供時代の

よ うに)彼 女をいったん罪の女 にして名誉 を奪い、庇護 と救済の必要な存在 に貝乏めてか ら、その後

で瞭罪 と浄化のイニシエー ションを体験 させ 、最後 に(キ リス トがマ グダレーナに したよ うに)彼 女

を寛大にも赦 して妻 とい うポス トを与える。 この ような視点で作品を読み直せば、逆にルーツィエ

の実像 も浮かび上がってくるよ うに思 える。

ルーツィエは姉の恋人にあま りにも挑発的であ りすぎたとか、パ ウルが決闘 したの も彼女が盤惑

的であったか らだ、などとい う独 りよが りな評価を、語 り手は、巧みに積み重ねなが ら、彼女を罪

の女 に仕立て上 げてゆく。(子 供時代か ら感 じ続 けていた)ル ー ツィエに対する恐怖が、このよ うな

複雑で持 って回ったよ うな、そ して独断的でおお よそ客観的 とは言 えない語 りを生み出 し、ルーツ

ィエの顛罪 を必要不可欠な ものだ と決 定づ けるのである。そのた めルーツィエの回復のプ ロセ ス

は、性 的な瞭罪 のプロセス に書 き換え られ て しま う。 出獄 時のル ーツィエ は、 「自分は名 誉を失

い、世間の目の前で身を滅ぼ し、いかさま師 として嘲笑 され、狂女 として憐れ まれていると思って

いた。無感覚に諦めきって、彼女は世間に心な らず も引き返 したのだ。未来は果て しなき砂漠のよ

うに彼女の前に広がっていた。彼 女には 自己の存在 が空虚で蔑むべき嘘であるよ うに見えた。彼女

には、 自分 を どうすれば よいのか、もはや分か らなか った.」(401)ルーツィエの苦 悩のなかに、姉へ

の裏切 りや男性への挑発的態度 を悔 いるものが一切 なかった と我々には断定できないに しろ、彼女

自身はそのよ うな告 白は していない。最 も激 しく後悔 させ るものは、やは り殺人教唆 と偽 りの自白

であったことは間違いないであろ う。単純 に言えば、彼女 は世 間に顔向けが出来ないのである。そ

れゆえ彼女に必要な リハ ビリテー ションとは、対世間コンプ レックスの克服にあったはずである。

リハ ビリテー シ ョンの行われたのは、当該の町か ら離れて、 「この地方の ごく好ま しい谷 あいの

地でその愛すべ き家族 とともに、真 に家父長 中心の生活 をい となんでいる」(401)村牧師の家庭であ
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り、そ こは 「繊細な心映 えの、生来朗 らかな人々のサー クル」(畑であった とされ る。 なるほ ど世 間

との関わ りを徐々に回復す るためには相応 しい牧歌的な世界ではある。 しか しそれだけに とどまっ

てはいない。 そこは 「家父長中心の生活」が営まれ る場所、典型 的な父系家族の男性中心の世界であ

る。そ こでは男性の価値観 にそって 「罪の女」は生まれ変わ らなければならない。語 り手は結婚の意

図は伝 えないままに、ルーツィエ と「兄妹の ように」(401)別れ、そのあと文通 を続 け、彼女 の心 に去

来する出来事の完全な報告 を要求する。彼女は、心理的 コン トロール ともいえる文通を通 じて罪を

告 白し浄化 され、そ して父系一族の宗教的薫陶を受けて、倫理的生活 の新たな一歩 を踏み出す よ う

に仕 向け られ る。二年後二人は結婚す る。彼女はこ うして語 り手にふ さわ しい浄化 された女、プロ

テスタン ト倫理 に則って夫に仕 える貞淑な妻 となったのである。世間はまだ彼女への偏見を捨てて

はいない ようだが、語 り手 にはもっと大事なことが達成 された。彼女は真の家庭の天使になったの

で ある。 「お よそ一人の人間が別 の一人 の人間 によって与え られ る、最 高の幸福 を彼女 に見いだ

し、私は神に感謝 ナるのである」(402>とい う手記の結びの一文は、この消息を総括 した ものである。

リハ ビリテー ションの再現 に入る前 に、語 り手は告 白している、 「[…]この娘の運命にこれ ほど

も私を接近 させ たのは、同情や敬度の念だけではなかった。私はルー ツィエを愛 していた[…]」(401)

と。 しか し彼は、彼女 に対 して恐怖 とコンプ レックス も感 じていた。 しか しあの事件 とリハ ビリテ

ー シ ョンのあとでは
、 「二人の運命は永久に離れ られ ぬものだ とい う密かな信念に、安ん じて身を

任せてい ることがで きたのである」(401)と言って、彼女への怖 じ気 をや っと克服できた ことを、語 り

手 は思わず漏 らしている。 もはや彼女の神秘的な謎に対す るコンプ レックス も消えた。彼女は語 り

手によって救済 され、いまは彼女の方が語 り手にコンプ レックスを感 じなければな らない存在 にな

ったのだ。立場は逆転 し、 「私」の望む結婚生活が始ま る。隠 されたプ ログラムの達成である。 この

ような語 り手にとって好 ま しい成 り行きを報告 して手記は終わる。読者 は見事 に語 り手の術 中に引

き込まれ 、表面的な事件 に幻惑 され なが ら、彼の恋愛 と結婚 の経過 を聴 かされて、その独善的な結

婚観 を承認 させ られて しま うのである。

編者 による「語 り手 の手稿 はここで途切れている。私 たちは彼の書いた もののなかに、あの逃亡

中の商人(パ ウル)の 運命 について何 かを知 ろ うとしたが、無駄だった。そのほかにも照会 したが、

やは り同 じであった」(402)とい う作品末尾の言葉は、我々が発見 したプ ログラムの生々 しさを緩和す

るよ うである。我々も、『ルーツィエ ・ゲルメ ロー ト』は犯罪物語 のスタイルを借 りた 「結婚達成の

物語」である、 とい う結論で満足す るべ きかも知れ ない。 とにか くこのイ ローニ ッシュなノヴェ レ

は、語 りの トリックを張 り巡 らせ るこ とによって、 ビーダーマイアー時代の市民社会が育んでいた

女性像 と結婚観 を、それ と知 られぬよ うに して、浮かび上がらせ るのに成功 しているか らである。

しか しそれ と同時に、男性が コンプ レックスを都合 よく女性に転嫁 して婚姻 を達成する とい うプ ロ

グラム、 この無意識 の うちに実行 され るプ ログラムをもまた、 この作品は透か し見せてい るとい う

ことも、新 しい発見 として加 えてお こうと思 うのである。
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注

(注1)こ の 作 品 は 、1834年 にthBJennyHa1"rowerと い う題 名 で 『ウ ラ ー ニ ア 文 庫 』に 発 表 され る。 そ れ が

1839年 に稿 を 改 め られ て 、LucieGelmθrothと い う新 しい 題 名 で 作 品 集 『イ リス 』に 再 登 揚 し、 そ の 後

1856年 に さ らに 手 を加 え られ て 『四 つ の 物 語 』を 構 成 す る こ と に な る。 本 論 文 の 引 用 は 、 第 三 の 稿 に 基

づ い た 次 の テ ク ス トか ら行 わ れ 、 引 用 末 尾 の 数 字 は 同 テ ク ス トの ペ ー ジ数 とす る。

M6rike,Eduard:LueieGelmeroth.In:Ders.:ShnthcheUrerkeihz四 θ1磁 力∂曲.MUnchen1968,

Bd.1.

(注2)Wiese,Bennovon:甜 旧zげ ルあ轍aTUbingenundStuttgart1950,S180.

(注3)Vgl。Amold,Silke:EduardMb'rZkeuiiddasRa'tse/der>LueieGelmerothくIn:ReinerWild(Hrsg.):

DerSollnenblumaegleiehstθhtmeihGθmtitheoffen.St.Ingbert1997,S.92.

(注4)T.イ ー グ ル トン 著(大 橋 洋 一 訳)『 ク ラ リッ サ の 陵 辱 』(1999年 、 岩 波 書 店)参 照 。

(注5)Vgl.Steinmetz,Horst:EduardMb?ikesErza'hlungen.S七ut七gart1969,S.82.

(注6)Amold:a.a,0.,S.109.

(注7)Ebd.,S.102.

(注8)Schlaffer,Hannelore:Naehurort.In:加 αarゴ 孤1臆a距 切 訪 励 θNovellθnα ηゴ 譲 励 θ刀.Ber1血

1993,S.277.

(注9)Eichner,Hans:ZLII・AttfirassungderSexua!ith`tinEichθndorffserzahlena」dei・Prosa.In:Michael

KesslerundHelmutKoopmann(Hrsg.):」Pd`ehθndorffsModerruJta't.TUbingen1989,S,42.

(注10)Ebd。S.48.

(注!1)こ れ は 主 に 貴 族 と 軍 人 に 当 て は ま る が 、 市 民(商 人)の 場 合 で も 、 恩 赦 に よ っ て 刑 は 軽 微 な も の に な っ

た 。

マ ル タ ン ・モ ネ ス テ ィ エ(大 塚 宏 子 訳)『 決 闘 全 書 』(1999年 、 原 書 房)参 照 。

Vgl.Arnold二a.a.0.,S.92.

(注12)Vgl.Ebd,,S,93.

(注13)Lenhardt,Gertrud:照1憾 θβ漁 励 θ刀 αηゴ八b顧曲 刀,In:ZeitschrdefilrdeutscheBildtui810(1934).
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